


1回塗り！

●平滑仕上げ

上塗り（ボウジンテックスUワイド）

下塗り（ボウジンテックスワイドシーラー）

上塗り（ボウジンテックスUワイド）

旧塗膜

下　地（モルタル・コンクリート）

●防滑仕上げ

上塗り（ボウジンテックスUワイド）

硅砂散布

下塗り（ボウジンテックスワイドシーラー）
下　地（モルタル・コンクリート）

弱溶剤タイプで環境配慮型、1回の塗装で高光沢と高耐久性を
持つ床面が得られるハイソリッドタイプ。食品工場や機械工場等
に適しています。また旧塗膜の上からでもプライマー無しで直接
塗装が可能。さまざまな塗り替え塗装に活用できます。

優れた作業性、耐久性、幅広い用途

1 耐摩耗性・耐薬品性が要求される機械工場や印刷工場
2 防滑性を必要とする屋内パーキング（防滑仕上げ）
3 旧塗膜面の塗り替え

塗 装 工 程

特 長 ・ 用 途

1 1回塗りのローラー塗装でハイソリッドな塗膜を形成する
2 ハイソリッド弱溶剤系塗料
3  旧塗膜を選びません（＃7700を除く当社製品の塗り替えは可）
4  高光沢とポリウレタン樹脂の優れた耐久性
5  優れた低温硬化性

ホルムアルデヒドの発散は少ない
建築基準法、建築材料の区分は規制対象外となっている

特長

用途

■塗り替え工法

■標準工法

機械工場 化学薬品工場・印刷工場

一般工場・倉庫 機械室・ボイラー室

自動車修理工場 運搬車両使用工場 食品工場 屋内パーキング



重　要

●硬化調整剤を使用する場合は、先に主剤と撹拌してから、硬化剤を入れてください。
●主剤と硬化剤を混ぜたものは60分で使えなくなりますので、撹拌したら直ちにまいて塗り
始めてください。

●主剤と硬化剤を混ぜていないものは硬化しませんので、混ぜる係の人が責任をもって最初
から最後まで専任してください。

●ローラーは必ず短毛ローラーを使用してください。

短毛ローラー 電動撹拌機 ボウジンテックス Uワイド

ゴム手袋 保護メガネ 防毒・防塵マスク

混ぜる係 塗装する係まく係

主 剤 硬化剤

準備するもの

役 割 分 担 施工をスムーズに行うためにあらかじめ役割分担を決めます。



B O U J I N T E X  U  W I D E

性 能 ・ 荷 姿

2

主剤に硬化剤を
入れる。（混ぜる係）

1

材料を並べる。主剤12kg、
硬化剤3kgをペアにする。

3

電動撹拌機で
充分に
撹拌する。
（混ぜる係）
上下左右とも
ムラなく
撹拌する。

撹拌したら
床にまく。
（30m2）
（まく係）

4 5

短毛ローラーで
ゆっくり
ひきながら
塗り広げる。
（塗る係）

施工温度が低い場合
15℃の場合
400mL／15kgセット
10℃の場合
700mL／15kgセット
5℃の場合
1,000mL／15kgセット
硬化調整剤を
添加してください。

施 工 要 領

試験項目 試験方法

性　　能 荷　　姿

結　果

85以上鏡面光沢度

耐アルカリ性

耐　水　性

耐　酸　性

耐 温 水 性

引っかき硬度
(鉛筆法)

耐 摩 耗 性
(mg)

(摩耗輪法)

ホルム
アルデヒド
放散量

JIS K 5600-4-7に準ずる。
ガラス板に塗付500μm，60度

JIS K 5600-5-4に準ずる。
すり傷

JIS K 5600-5-9に準ずる。
摩耗輪CS-17荷重500g×2，1000回転

JIS K 5600-6-1に準ずる。
水道水に7日間浸せき

JIS K 5600-6-1に準ずる。
水酸化カルシウム飽和水溶液に48時間浸せき

JIS K 5600-6-1に準ずる。
硫酸5％水溶液に48時間浸せき

JIS K 5600-6-1に準ずる。
50℃温水に48時間浸せき

H

82±5

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

JIS K 5970 　デシケータ法 0.12mg/L以下
F☆☆☆☆

■上塗り材
15kgセット

（主剤 12kg／硬化剤 3kg）

4kgセット
（主剤 3.2kg／硬化剤 0.8kg）

ボウジンテックス
Uワイド

■副資材
ボウジンテックス
フィラー 5kg

■希釈剤　　
16L・4L

（ワイドシーラー用）

4L・1Lボウジンテックス
Uワイド硬化調整剤

RMシンナー
（S:夏用、A:春秋用、W:冬用、W速乾用）

■下塗り材
16kgセット

（主剤14kg/硬化剤2kg）

16kg・4kgボウジンテックス
強化シーラー

ボウジンテックス
ワイドシーラー






